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自己紹介 

2 

株式会社バイオーム 
代表取締役　藤木 庄五郎 
 

～2017年　  ボルネオ島の熱帯林にて調査・研究 
2017年3月　京都大学大学院農学博士号取得（生態学専攻） 
2017年5月　株式会社バイオーム設立、代表取締役就任 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Fujiki etal.,2016  

昔やっていた研究
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ボルネオ島での調査
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Hansen et al, 2013
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生物多様性の現状 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生物多様性の現状 



生物多様性条約 愛知ターゲット（～2020）

愛知目標評価の発表「目標達成度は１割」 

 
内包する要素をすべて達成まで満たした目標は20個中ゼロ 
愛知目標20目標を分解すると60要素。要素が達成されたと判断できるのは７要素（外来侵入
種経路優先度、陸の保護地域面積、海の保護地域面積、名古屋議定書発効、国家戦略策
定、科学技術増大、国際資源フローの倍増）

https://www.nacsj.or.jp/2020/09/21770/



生物多様性保全の課題 

● 経済性を持たせられていない（⇔ CO2） 
　→生物多様性保全がお金を生まない 
 

● 適切な生物多様性の評価ができない 
　→データの不足（モニタリング手法の欠如） 
 

● 生物多様性への市民・企業の関心が薄い 
　→マスを巻き込むことが大切 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生物多様性保全はお金にならない 
↓ 

生物多様性保全がお金になる社会をつくる！ 

株式会社バイオームを設立
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企業を決意・会社設立 



本社オフィス  京都市下京区中堂寺南町134番地ASTEMビル8階 

四条堀川オフィス 京都市下京区綾堀川町296番地四条堀川ビル7階 

会社設立日  2017年5月31日 

資本金  111,500千円（準備金含む） 

従業員 23名（バイト含む） 

事業内容  生物アプリBiome開発運営、生物データベース構築 

本社オフィス  四条堀川オフィス  

©2020BIOME 
INC.

企業を決意・会社設立 



株式による資金調達 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生物モニタリング手法の検討
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全世界に40億台普及するスマートフォンに着目 
モバイル端末を生物分布の観測拠点にし、 

膨大な生物分布情報を取得する仕組みをつくれないか？ 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いきもの全種（動植物）に対
応した名前判定AI 

安全面への配慮から菌類・地衣類には対応していません。 
判定・投稿には画像に位置情報が付与されている必要があります。 

➔ 画像のいきものの名前をAIで判定 

➔ 現在、国内全種 約93,000種類に対応 

➔ 生物の「生態学的ニッチ」の概念を取り入れた世界初のア

ルゴリズムで特許取得 

AI技術を開発 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いきものコレクションアプリ「Biome
（バイオーム）」 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生物分布データ×名前判定AI
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生物多様性を 
楽しみながら調査！ 

市民参加型の生物調査ツール



いきもの全種に対応した名
前判定AI 

安全面への配慮から菌類・地衣類には対応していません。 
判定・投稿には画像に位置情報が付与されている必要があります。 

➔ 撮影したいきものの名前をAIで判定 

➔ 現在、国内全種 約92,000種類に対応 

➔ 生物の「生態学的ニッチ」の概念を取り入れた世界初のア

ルゴリズムで特許を取得 

AIで名前を特定 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いきものを登録 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シンプルな名前判定フロー 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いきもの好き全方位型の豊富な機能 

みんなでつくる図鑑いきものマップいきものクエストプロフィールホーム
毎日更新！ピックアップ  投稿でプロフィールが充実  いきものを探して冒険！  全国のいきものが見られる  日本の全種を掲載 約80,000種※ 

保全の観点から希少種に関してはマップ上では非表示、および撮影地名を非表示としています。 
安全面への配慮から菌類・地衣類には対応していません。 

バイオームの特徴 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使用している様子 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市民参加型データ収集
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9万3千種を掲載 

発見種数： 

29,543種 
 

発見個体数： 

1,732,641個体 

日本最大級の 
生物調査！ 

ユーザー 

30万人 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これまで分布しないと考
えられていた大阪府、静
岡県での生息を確認 

https://www.nies.go.jp/biodiversit
y/invasive/DB/detail/60530.html  

タイワンタケクマバチ
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データ例：外来種の拡大
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「Biome」での投稿が、中国地方での
初めての生息確認、新情報続々 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シタベニハゴロモ

データ例：外来種の分布把握
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分布最北端と考えられる滋
賀県で小学生が発見 
 
新聞にも掲載 

ヒラズゲンセイ
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データ例：気候変動による分布変化
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大阪市のデータ

発見個体数： 

43,867個体 



大阪城公園周辺



生物画像解析
システム

カメラトラップを用い
た絶滅危惧種調査

水中ドローン画像
による漁業資源調
査

画像から生物の名前を特定する 
 

● あらゆる画像データを生物データに変換していく 
 

● 外部利用できるようAPI化して配布可能にする 
 

● 全自動でリアルタイムの世界中の生物データを観測 

WEB
画像解析
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開発中：生物AIの配布 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生物多様性保全の課題 

● 経済性を持たせられていない（⇔ CO2） 
　→生物多様性保全がお金を生まない 
 

● 適切な生物多様性の評価ができない 
　→データの不足（モニタリング手法の欠如） 
 

● 生物多様性への市民・企業の関心が薄い 
　→マスを巻き込むことが大切 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クエストタイトル： 
「都会っこと田舎者、カラス2種を探せ！」  
 

クエスト達成条件： 
ハシブトガラスとハシボソガラスの2種を撮影し投稿
 

クエストの狙い： 
身近なカラスについて理解を深める。
 

クエスト説明文（抜粋）： 
日本で確認されているカラスは12種いますが、その中でも最も
身近なものはハシブトガラスとハシボソガラスです。カラスはゴミ
をあさるなど、あまり良いイメージを持っていない方も多いとは
思いますが、よく観察してみるとどこか愛嬌があり、意外にも綺
麗な羽の色をしていることに気づくと思います。これを機に、ハ
シブトガラスとハシボソガラスを観察してみませんか。

カラスの写真を投
稿すればクリア 

プラットフォーム機能：クエスト  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「クエスト」の機能提供・実施 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取り組み事例
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取組み事例：企業 



賞品協力
公益財団法人日本自然保護協会、アランチヲネ株式会社、科学コミュニケーション研究所

 
コラボ連携
アクアマリンふくしま、霞ヶ浦総合公園、神奈川県立生命の星・地球博物館、くりはま花の国、国営昭和記念公
園、新江ノ島水族館、鶴岡市立加茂水族館、新潟市水族館マリンピア日本海、羽生水郷公園・さいたま水族館、
マクセル アクアパーク品川、山形県立博物館、アドベンチャーワールド、梅小路公園、かつやま恐竜の森、京都
岡崎魅力づくり推進協議会、京都市動物園、京都水族館、京都大学白浜水族館、京都府立植物園、国営備北丘
陵公園、国立環境研究所琵琶湖分室、日本新薬株式会社山科植物資料館、フィールドソサイエティー・法然院森
のセンター、山口県宇部市ときわ公園（ときわ動物園、ときわミュージアム 世界を旅する植物館）、大分マリーンパ
レス水族館「うみたまご」、北九州市立水環境館、九十九島パールシーリゾート（九十九島水族館海きらら、九十
九島動植物園森きらら）、国立公園　高崎山自然動物園、長崎バイオパーク、ハウステンボス、マリンワールド海
の中道、その他

合計56件！ 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取組み事例：企業 



推定ユーザー総移動距離（直線）： 

487,562km 

点群：投稿データ（写真撮影日でフィルタリング） 
赤線：各ユーザー移動直線（時系列順） 
集計期間： 2020年2月13日～5月18日

地球約12周！ 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取組み事例：企業 



発見種数： 

12,220種 
 

発見個体数： 

206,775個体 
 
 

日本の全生物の
約14%！ 

過去最大級の
生物調査 

集計期間：2020年2月13日～5月18日
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取組み事例：企業 



取り組み事例：行政
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取り組み事例：行政
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調査結果は、専門知識を持たない市民でも直感的かつ容易に理解できるよう、絵や
写真を交えて、グラフ・図表等の資料にまとめる。本年度データだけでなく、過去デー
タと併せて掲出する。 
 

例）
・平均気温の上昇と分布域の北上を示すグラフ（左）
・温暖化の進行と分布域の拡大を日本地図上で表現する図（中央）
・温暖化の進行と植物の開花日の早期化を示すグラフ（右）
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取り組み事例：行政
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大阪府との連携



大阪府との連携

外来種調査のためにク
エストを開催  



取り組み事例：大学 

©2021BIOME INC. 41 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取り組み事例：大学 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砂浜の生物調査（日本自然保護協会）
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受賞歴 
2017年　京都大学技術イノベーション事業化コース　最優秀賞 

2017年　EDGE KANSAI ピッチコンテスト　審査員特別賞 

2017年　KeihannaVenture Championship　特別賞 

2017年　ミライノピッチ2017　NICT賞、近畿総合通信局長賞 

2018年　起業家万博　審査員特別賞　受賞 

2018年　第五回京信・地域の起業家大賞　最優秀賞 

2018年　インデペンデンツクラブ地域大賞（関西地区） 

2018年　経済産業省J-Startup認定企業 

2019年　京都市目利き委員会Aランク認定企業 

2019年　NBKニュービジネスアワード2019 グランプリ 

2019年　JR東日本スタートアッププログラム2019「審査員特別賞」 

2020年　グリーンインフラ・ネットワーク・ジャパン2020　優秀賞

2021年　Japan Challenge Gate2021　中小企業庁長官賞

 

メディア掲載 
毎日放送「関西ミライフ」、テレビ朝日「おはよう朝日

です」、毎日放送「ちちんぷいぷい」、日本テレビ「ZIP 

!」、読売テレビ「大阪ほんわかテレビ」、中京テレビ

「エイチームpresents ITパンプ」、京都bizX、NHK「京

いちにち630」「おはよう関西」、ABCラジオ「おはよう

パーソナリティ道上洋三です」、日経新聞、日刊工業

新聞、読売新聞、朝日新聞、京都新聞（京都新聞創

刊140年記念特集ほか）、じゃかるた新聞、環境市場

新聞、交通新聞、Forbes JAPAN No.061（2019年8月

号）、日経トレンディ、月刊私塾界、産学官連携

ジャーナル、NewsPicks、動画配信プラットフォーム

ami、FNN.jpプライムオンライン、IROIRO、

TECHABLE　ほか多数 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メディアに露出  



まとめ  

● 経済性を持たせられていない（⇔ CO2） 
　→生物多様性保全がお金を生まない 
 

● 適切な生物多様性の評価ができない 
　→データの不足（モニタリング手法の欠如） 
 

● 生物多様性への市民・企業の関心が薄い 
　→マスを巻き込むことが大切 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連絡先

株式会社バイオーム
代表取締役　藤木庄五郎 
 
[本社オフィス]
〒600-8813 京都府京都市下京区中堂寺南町134番地ASTEMビル8階 
[四条堀川オフィス]
〒600-8482 京都府京都市下京区綾堀川町296四条堀川ビル7階  
 
Tel：075-432-7622
Email: fujiki@biome.co.jp
URL: https://biome.co.jp  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